
年
を
経
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
再
び
統
合
へ
の
道
を
歩

む
今
、
十
三
世
紀
か
ら
七
○
○
年
の
長
き
に
わ
た

っ
て
継
承
さ
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
は
、
ド
ナ

ウ
河
周
辺
に
栄
え
つ
つ
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
性
格

を
失
わ
な
か
っ
た
王
朝
と
し
て
、
文
化
と
伝
統
を

あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
栄
光
を

歴
史
に
刻
む
よ
う
に
収
集
・
蓄
積
さ
れ
た
美
術
品

の
数
々
は
、
現
在
で
は
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館

の
基
幹
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
歴
代
諸
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特
別
陳
列
　
竹
内
久
一
と
石
川
光
明

明
治
の
彫
刻
展

近
代
彫
刻
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
二
人
の
作
家

横
溝
廣
子

東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、

「
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
名
品
展
　
〜
ル
ネ
サ

ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
へ
〜
」
を
、
十
月
五
日
か
ら

十
二
月
二
十
三
日
ま
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
開
館
三
周
年
を
記
念
す
る
大
規
模
な
企
画
で

あ
る
と
と
も
に
、
今
後
、
海
外
の
一
流
美
術
館
と

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
す
る
大
学
美
術
館
の
第
一

歩
で
も
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ル
大
帝
の
戴
冠(
八
○
○
年)

か
ら
千
二
百

ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館

名
品
展

〜
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
へ
〜

海
外
の
一
流
美
術
館
と
の
交
流
の
第
一
歩
を
記
す

薩
摩
雅
登

竹内久一「伎藝天」1893年

東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
初
代
教
授
で
あ
っ
た
竹

内
久
一
（
一
八
五
七
―
一
九
一
六
）
の
代
表
作

で
あ
る
「
伎
藝
天
」
は
総
高
二
八
○
セ
ン
チ
を
超

え
る
鮮
や
か
な
彩
色
が
施
さ
れ
た
木
彫
で
、
一
八

九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
に
開
催
さ
れ
た
シ
カ

ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
で
も
好
評
を
博
し

た
近
代
彫
刻
史
上
重
要
な
作
品
で
す
。
そ
の
鮮
や

か
な
彩
色
が
経
年
変
化
に
よ
る
保
存
状
態
悪
化
の

た
め
に
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
修
復
が

永
年
の
課
題
で
し
た
。

東
京
国
立
博
物
館
の
「
海
を
渡
っ
た
明
治
の
美

術
―
再
見
！
　
一
八
九
三
年
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ

ス
世
界
博
覧
会
」（
一
九
九
七
年
開
催
）
や
当
館

の
開
館
記
念
展
「
芸
大
美
術
館
所
蔵
名
品
展
」

（
一
九
九
九
年
開
催
）
で
は
当
然
目
玉
の
一
つ
と

な
る
べ
き
展
示
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
が

彩
色
膜
の
剥
落
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
に
移
動
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
能
と
み
な
さ
れ
、
や
む
な
く
断
念

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
び
平
成
十
二
年
度
よ
り
開
始
し
た
修
復

が
よ
う
や
く
完
了
し
、
そ
の
ご
披
露
を
兼
ね
た
特

別
陳
列
を
企
画
し
ま
し
た
。
伎
藝
天
の
ほ
か
に
、

そ
の
試
作
の
首
、
一
八
九
○
年
（
明
治
二
十
三
）

の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
妙
技
二
等
賞
を
受

賞
し
た
神
武
天
皇
立
像
、
執
金
剛
神
立
像
（
東
京

国
立
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
の
久
一
の
大
作
、
お
よ

び
当
館
所
蔵
の
小
品
十
数
点
を
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
機
会
に
東
京
美
術
学
校
開
校
ま
も
な
い

頃
か
ら
久
一
と
と
も
に
大
正
時
代
ま
で
彫
刻
科
の

教
授
を
務
め
、
や
は
り
近
代
彫
刻
史
に
名
を
残
す

生
誕
一
五
○
年
の
石
川
光
明
（
一
八
五
二
―
一

九
一
三
）
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。
光
明
の

作
品
と
し
て
は
伎
藝
天
と
同
じ
シ
カ
ゴ
万
博
出
品

の
「
浮
彫
観
音
菩
薩
像
」（
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
）
と
一
九
○
○
年
（
明
治
三
十
三
）
パ
リ
万
国

博
覧
会
に
帝
室
技
芸
員
と
し
て
出
品
し
た
牙
彫
の

「
古
代
鷹
狩
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
）と
い

う
彼
を
代
表
す
る
二
つ
の
作
品
や
、
光
明
の
作
品

と
し
て
は
異
色
の
彫
漆
技
法
に
よ
る
漆
屏
風
（
当

館
所
蔵
）
な
ど
の
当
館
所
蔵
品
を
展
示
し
ま
す
。

明
治
時
代
に
お
い
て
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ

た
彫
刻
家
は
高
村
光
雲
、
石
川
光
明
と
竹
内
久
一

の
三
人
で
す
。
最
も
有
名
な
高
村
光
雲
に
つ
い
て

は
、
ち
ょ
う
ど
開
催
中
の
回
顧
展
「
高
村
光
雲
と

そ
の
時
代
」
展
（
三
重
県
立
美
術
館
・
茨
城
県
立

近
代
美
術
館
・
千
葉
県
立
美
術
館
・
徳
島
県
立

近
代
美
術
館
）
に
て
当
館
所
蔵
の
光
雲
作
品
が
展

示
中
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
特
別
陳
列
に
は
含
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
光
雲
ほ
ど
の
名

声
を
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
に
し
て
も
明
治
彫
刻

界
に
君
臨
し
、
追
従
を
許
さ
な
か
っ
た
二
人
の
技

を
じ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
よ
こ
み
ぞ
・
ひ
ろ
こ
／
大
学
美
術
館
講
師
）
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展覧会予定
（2002.7～2003.3）

芸大コレクション展
｢靴屋の親爺｣とその周辺
8月4日（日）まで
入場料300円

～アフガニスタン文化財復興支援～
「アフガニスタン－悠久の歴史」展
7月16日（火）～9月16日（月）
入場料1200円

特別陳列「竹内久一と石川光明」
─明治の彫刻展─
8月13日（火）～9月16日（月）
入場料300円

開館3周年記念
「ウィーン美術史美術館名品展
～ルネサンスからバロックへ～」
10月5日（土）～12月23日（月）
入場料1300円

退官記念展（2教官）
1月9日（木）～1月26日（日）
入場無料

第51回卒業・修了制作展
2月21日（金）～2月26日（水）
入場無料

（仮）大学院美術研究科博士後期課
程研究発表展
12月～2月の間
入場無料

（仮）吾妻兼次郎デッサン展
7月2日（火）～7月12日（金）
入場無料

建築科椅子展
9月中　入場無料

（仮）研究室展（油画）
10月上旬～10月中旬　入場無料

伊藤廣利遺作展
11月7日（木）～11月24日（日）
入場無料

美術学部取手校地創作展
12月7日（土）・8日（日）
入場無料

※開館時間は、いずれも10時～17時。
月曜日休館。ただし月曜日が祝日の場
合、開館する ことがあります。

※展覧会の名称・会期については、変更
することがあります。

※本学には駐車場はありませんので、お
車でのご来館はご遠慮ください。

※展覧会についてのお問い合わせ
東京芸術大学大学美術館　
Tel.03-5685-7755
NTTハローダイヤル
Tel.03-5777-8600

※展覧会の紹介は、下記ウェブサイトで
ご覧になれます。
http://www.geidai.ac.jp/museum/

取手館

陳列館

大学美術館本館

公
の
趣
味
を
反
映
し
て
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ

ク
の
絵
画
に
珠
玉
の
名
品
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
精
選
さ
れ
た
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
ク

ラ
ナ
ハ
、
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
、
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
、

ベ
ラ
ス
ケ
ス
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
ル
ー
ベ
ン
ス
な

ど
、
約
八
十
点
で
構
成
さ
れ
る
今
回
の
展
覧
会
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
正
統
的
な
美
術
文
化
の
香
り
を
ひ

さ
び
さ
に
日
本
で
体
験
で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な

り
ま
す
。

と
り
わ
け
学
生
諸
君
に
は
、
学
内
で
開
催
さ
れ

る
と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
て
、
こ
こ
か
ら
少
し

で
も
多
く
の
も
の
を
吸
収
し
て
も
ら
い
た
い
と
願

い
ま
す
。

（
さ
つ
ま
・
ま
さ
と
／
大
学
美
術
館
助
教
授
）

ベラスケス「青いドレスのマルガリータ王女」1659年

クラナハ「キリストの磔刑」1501年

アルチンボルト「水」1566年

ティツィアーノ「法王パウルス3世」
1546年頃


